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Planning of the Exhibition of Mizunami Fossil Museum, Japan 

Exhibition planning group of Mizunami Fossil Museum 

(abstract) 

The process of the planning of the Exhibition of Mizunami Fossil Museum is summa-

rized. The planning which started on the end of 1971 and finished on March 1974, is in 

conformity with a synthesis on geology and paleontology of the Mizunami area by ITOIGA w A 

(1960 and 1973). The exhibition is titled "Natural history of the area from the Miocene 

Epoch to now" and consists of a main exhibition (8 themes), a subordinate one (4 themes), 

a study corner and some open-air exhibits. Three replicas of Desmostylia are used as a 

main and attractive exhibit settled at the front of the entrance to the exhibition room. Some 

plan figures and tables are shown. Postponed problems are pointed out. 

1．まえがき

瑞浪市化石博物館は1974年5月1日開館し， 以来 1年 5ヶ月の間に，約15万人の入館者を迎

えた．その間， 2回の特別展をもち，友の会組織の結成 ・サマースクディ ーなどの教育普及活

動，館報第 1号の発行，収蔵標本の整理など，その博物館活動は順調に進んでいるといえる．

博物館を計画した段階において，展示の設計は最初，瑞浪市教育委員会の担当者と糸魚川を

中心と して進められたが，計画の進行に伴い，化石博物館準備室と専門委員の手にゆだねら

れた． さらに， 具体化にあたって， 丹青社科学造型ク万レープのメンパーを加えて作業が行わ

れた．

博物館展示について経験のない者によって始められ，多くの人々に支えられ，自ら切りひら

いて行った道程の中で，完成したのが，現展示である．幸い，多く の方々の高い評価を得てい

るが，欠点も少なくない．このような経験をまとめ，一般のものにする ことは， 我々自身の問

題を整理する ことにとどまらず，今後，このような作業に従事される方々の参考と して， 役立

つものと思われる． この点を考慮して，計画の段階から 完成まで，展示設計のプロセスを記

録し，いくつかの問題を具体的に示し， 問題点をあげて，反省の材料と したのが本稿である．

執筆は糸魚川があたり，粗稿を回覧して問題点をビックアップし， 何回かの討論の後，完成し

たものである．

本稿を草するにあたり ，多くの御指導を頂いた日本モンキ ーセンク ー付属博物館の広瀬鎮

＊糸魚川淳二（名古屋大学理学部地球科学教室，執筆責任者） 渡辺卓郎（前館長） ・中村 実（現館

長）・奥村好次（現学芸員補） （以上瑞浪市化石博物館） 西本博行（瑞浪高等学校） 岡綺美彦

（京都大学理学部地質学鉱物学教室） 奥村 研二（瑞浪市教育委員会） 佐々木朝登 ・里見親幸 ・

熊怠陽一（以上丹青社）

1975年10月26日受理
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氏 ・大竹勝氏，横須賀市博物館 ・大阪自然史博物館の学芸員の方々 ，野平建築設計事務所の

野平統一郎氏，多治見市の後藤啓二氏に深く感謝の意を表する．また，資料を提供された動力

炉核燃料事業団，瑞浪高等学校地学部をはじめ多くの方々 ，化石博物館設立を支持され， 援助

された多くの方々に心からお礼を申しあげる．

2.作業記録

1971 

8月 中央自動車道工事に伴う化石調査団結成

11月 工事開始に伴い調査開始

化石資料保存のための施設として，博物館設立計画について文部省へ陳情害捉出

12月 博物館設立について文化庁と協議

1972 

1月 展示計画I案提示 （糸魚JII)

4月 瑞浪市予算に調査費計上 ・議決

8月 展示計画 I1案提示 （西本）

10月 展示計画1案提示 （糸魚川）

11月 1案を検討し，基本プランとする

12月 市長 ・教育長文部省へ陳梢，横須賀市博物館見学

1973 

1月 市側と丹青社側と基本プラン検討

市立市川博物館見学

2月 市教育委員会で基本プラン説明

3月 建築 ・展示計画案市議会で承認

博物館建設費 1低675万円 議決

展示計画直案提示 （糸魚川）

建設スケ ジュール決定

4月 博物館準備室設置 （中村 ・奥村好次 ・奥村研二）

博物館準備専門委員委隅（糸魚川 ・亀井節夫 ・西本 ・岡崎 ・後藤啓二）

建築設計管理者委託指名 （野平建築事務所）

博物館準備委員会で基本プラン説明 ・広瀬鋲氏諧派

5月 展示計画『案提示 （糸魚川）検討

展示設計施工 丹青社と決定 作業計画をつくり，基本設計に入る

戸狩山野内生産森林組合にて土地借用承認

困庫補助金内定 (1500万円）

保知事視察

6月 丹青社・野平氏と打合わせ 展示計画v案提示 （糸魚川）検討
展示用標本チ ェッ ク

建設業者指名委貝会 6社を選定

展示物リスト作製 ・栢本カード作製
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展示設計丹青社案提示

デスモスチルス標本コビー作製契約

7月 建築工事入札 大日本土木株式会社 7200万円で浴札

起工式建築着工

8月 展示設計丹青社案検討丹青社側と打合わせ

展示準備の具体案を作り ，担当決定展示の説明原稿作製丹青社へ迎絡基本姿勢チェック 開

館までのスケジュ ール決定 開館後の問囮検討

9月 地質地形摸型 ・地質柱状模型設計展示追加 丹青社へ連絡

この頃よ り不足資料の収集を行う

中央道開通（瑞浪インクーチェンジまで）

10月 現生サメ頭骨解剖 ・標本作製（瑞浪高校地学部の協力）

丹青社展示実施設計図・展示計画できる チェック

文部省視察

取水工事

11月 展示実施設計確定

古景観図について鈴木繁男氏(-水会会員）と打合わせ

パレオパラ ドキシア椋本コピー作製契約

12月 建物ほぼ完成丹青社側と現場チェソク

大島一号古坦復元

庁用晶購入契約

資料室整理棚取付け

1974 

1月 展示最終的チ ェック

建物竣工検査引渡し

県補助金決定 (1500万円）

1月より東京にて展示施工開始 （丹青社）

2月 東京および瑞浪にて丹青社側と打合わせ 施エチェック

瑞浪にて展示工事開始 (26日より）

3月 展示施工完了 (7日） 引渡し

開館準備完了 (31日）

4月 職員任命 (1日） 渡辺卓郎館長以下 5名

専門委員任命（糸魚川ほか4名）

友の会発足

5月 開館 (1日）

8月 博物館相当施設指定

11月 第 1回特別展（瑞浪の自然事典）

12月 博物館登録（文部省）

館報第 1号発行

1975 

1月 化石の憫くつ公開

5月 第2回特別展（瑞浪化石のすぺて）
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3.基本方針

博物館設立を考えた基礎は，瑞浪地方に豊富に産する化石を保存し， またそれを材料と し

て，地域の人々に，その恵まれた自然のすがたを理解して もらうという ことであった．このこ

とから，博物館の性格は自ずからきま ってくる．そして， 次の 3つの柱が基本方針と して提案

された．

(1) 専門博物館である..…・化石とそれを含んでいる地唇について，資料を収集 ・保管し，研

究する．また，教育活動，展示もそれを中心とする．

(2) 地域博物館である……瑞浪市を中心とした地域が主な対象である．展示のテーマは「こ

の地域の自然のおいたち」であり ，それとの関連において，日本と世界を考える．

(3) 開放された博物館である・・・・・・研究者，一般を問わず，だれでも利用できる「みんなの博

物館」にする．専門家には資料を広く公開とし，一般には友の会をはじめ，埓物館に親しめる

ような組織をつくる．展示に関していえば，できるだけオープン展示にし， “さわる”ことが

できるよ うにする．将来は化石公園，指定採集地を含めて，自分で体験できるような設備も考

える．

この 3つの柱は，博物館設立に関係したすべての人によって理解され，これにもとづいて，

展示設計も考えられる こと になった．

設計の基礎と して，それまでの学問的成果がと りあげられた．すなわち，lTOIGAWA(1960) 

: Paleoecological studies of the Miocene Mizunami group, central Japan（名古屋大学

地球科学紀要 8巻 2号）であ り， また， それを一般化し，新しい資料をつけ加えて解説して

ある，糸魚川淳二 (1973)：日本列島の歴史（講談社 現代新書）であった．中央自動車道工

事に伴う化石調査は，これらに，さらに新しいデークを加え，内容をより豊かなものにした．

このような基本があったことが，展示設計を容易にし， また．実のあるものにしたことは事実

である．

この線にそった主テ ーマと して， 「中新世から現在まで，瑞浪市を中心とした地域の自然の

変遷」をとりあげ， これに関連するものもその中にくみ入れることになった．従のテーマとし

ては，岐阜県に関すること（地層と化石），資源に関すること （ウラン，亜炭など），化石，地質

についての基本（しらべ方，主テ ーマの説明など）が考えられた．

さらに，展示基本構成について，ユニット展示とすること，教育 ・学習のスペースをとる こ

とが，広瀬．大竹両氏から提案され．とり入れられた． 前者は．展示がえ，修理の点できわめ

て有用であ り， 後者は，（3）の柱の精神を実現するためにぴったりであった．

博物館の規模については．地方の化石博物館である こと． 費用などの点を考慮して 総面積

906.12面とし， 展示はそのうち，336. 69rd (37.1%） を使用すること になった．展示室の形

は，立地条件，展示テ ーマを考慮して， 長方形 (l0.8mX30.6m)がとられた．最初は 「考

古」を別室に独立して展示するよう考えられたが．後でのべるよ うに，主テーマの中に くり い

れられた．

4.基本方針の具体化

1972年1月に提示された I案は，最初の叩き台と しての意味を持つものであった．この段階
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では考古関係資料を別室（通路で連絡する）とし， 展示面積は 297111 Cl0.8mX27.0m), 1」.
効展示壁面を34ユニット (1ユニット l.8m) と考えた． 特別展示 2 （デスモスチIレス標本と

地質地形立体模型），主展示 （クイト／レ 瑞浪の2000万年） 8テーマ，従展示 (7X 2)テーマ

からなる．展示の構成と しては，立体模型2,ジオラマ 3,パネル45前後である．

I'案はさらに具体的に示された． すなわち，展示標本のイメ ージを把握して， I案をさら

に充実させたものである．パネル20, ジオラマ 3の構成をもち，つ くりつけのユニッ トと可変

のユニ ットからなる． また，何段階かに各ユ：：：：ットの規模をわけ， テーマのラ ンクづけがし

てある． 同時に基本方針の具体的内容（展示 ・研究 ・教育 ・収蔵の各部門について）が示さ

れた．

I案は I• I'案を検討し， 煮つめたもので． 展示内容，テーマに大きい変更はないが．具

体的な内容がもりこまれ，標本 （とくに収集必要なもの）のリスト ・アップ，展示仕様の概略

の提示がなされた．立体模型3,ジオラマ 1+ (1)．パネル45からなる ．
展示設計の基本についての準備室側と丹青社側の討論において．えられた結論のうち．主な

ものは次のとおりである．

a.展示高は3.2mとする．

b.展示の Vベルは中学一年生におく ．

C • 可能なかぎり ， ォ ー プン展示と する．

d. 字に よ る説明は 200字まで とし ， テキス ト •50字板の使用に よ る ， ダフ万レ ・ アレンジメ

ン トとする．

e.考古は主テ ーマに くりいれ，別室と しない．

11案は基本的ないくつかの点で 1案 とことなる．すなわち， 1）考古部門を主展示の中にく

りいれる， 2)新 しく発見された 昆虫入 りコ ハクを 1つのテ ーマとする， 3)展示室面積は

336.6nf (10.8mx30.6m) な どである．皿案の概要は第 1表，第 1図に示さ れるが， 展示内

第1表展示計画第11案 TableI. Third plan of the exhibition p:パネル

テ マ 1 内 容 椋本 ・ 展示

A.特別展示

°デスモスチルス I瑞浪の化石の代表として

。地質 ・地形立体模型 I地質 ・地形の全ぽう を示す

コピー 泉榔本（東京科博） p (パネ
戸狩標本( II ) ル）2 

1/1000 ;地形リリーフに彩色して地質を
示す ；位四（化石産地 ・泄跡 ・主要地点）
は点減ランプで表現する

B.主展示 （ユニット）

oはじめに (1) 主旨とあいさつ p 1（ことば・マンガ）

1.瑞浪のまち (2) 自然条件 ・人闇と産業 ・道の変遷 岡器など ；p3;窓から外を眺めてイン
ターー市内を遠望

2.瑞浪の地囮と化石 中心となる展示 ；いくつかにわけ 柱状立体模型（実際の岩石を使用）
一瑞浪湾のうつり る
かわり一 ⑫ 

(1)基盤の岩石 (1) それまでの地史のま とめ ；年代表 古生府 ・花樹岩標本 ；P2

(2)中村湖 (1) 最初の凹地のひろがり ；亜炭 ・ウ 岩石 ・古化石（哺乳類 ・植物 ・珪化木）
ランとの関連 p 2 ( 地理図 ・古景観図）

(3)月吉の入江 (2) 最初の洵ーそこにすむ貝類 貝化石標本古一対応する現生貝 ；P2 （せ
つめい ・ 景観図）

(4)戸狩のなぎさ (1) I浅い海ーそこにすむ貝類 貝化石栖本 ；p2 （古地理図など）

(5)山野内のifij (4) 海の様子ー海底の生物 貝化（石を数境凪的に ；くじら ；ジオラマ
デスモ ・くじら 1 古媒 ） ；P2（古景観図など）
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(6)ひろがった洵ー1
（小田海） (1) 

I火l.ll活動；堆積構造一古流系 I p2 （せつめい ・古呆磁図）

(7)ひろがった洵ー 2 サメの歯化石 ；且化石など ；微化 サメの歯機化石一硯生サメ歯 ；貝類 ；珪泌
（生俵海） （2) 石 （投影 ） ；p3 （古地理図など）

3.まわりの様方子 動可物児 ・岩村柏盆地のせつめい ；哺乳 貝 ・植物（椋本 ；プノ ロフオド ン象コ ビー
ー東戟地の瑞浪 群 ・ 物I詳のせつめい ; p 2 せつめい ・古地理図）
屈群一 (2) 

4.古穎戸内海 (2) 分布 ・変遷をたどる 各地(-志 ・庄（原 ・奥山田など）の地囲
・化石 ；p3 写真 ・図など）

5.その頃の日本 (2➔ グリ ーンタフ変動の説明 ；日本 ・ 大谷石（；日本 ・世界分各布地の化石栖本 ；
世界でのひろがり p3 せつめい ・ 図など）

6.東洵湖と古木曽川 （3) 瀬戸（阿柏群物の）地肘の（陶当土時・の壺様石子） と
化石 ；そ （沼

陶上 ・壺石椋採本本 ；オオミッパマツ ・メタ
セコイア ；p4 （古地理図など）

と川）

7.土岐川の誕生 叫釜戸湖一昆虫コハク ；木曽/11→土 1昆虫入りコ ハク ；p3 ;投影機か顕微鋭
岐川への変化 ；人間生活の場の誕 による展示
生

8.瑞浪と人閻 (6) I .考古烈料域の一古特墳を地中心に一 出土品 ；古見攻え模型 ；窓か ら古坦 （屋外に
この地 性 ； 質 ・地形と 後元）が る ；P2

0 おわりに

C.従展示

1. ウラン

2.亜炭

3.すあなをつ くる化右

4.化石生物の生活

5.瀬戸内海

6.現在の生物

7.岐阜県の地汽

8.岐阜県の化石

9.石のしらぺ方

10.化石のしらべ方

11.火山の活動

12.不股合

13.デスモスチルス
発見物語

寄贈 ・預託棟本

その他

の関辿

・自然条件のー動住物町・植一物人・間自然保自護然
• われわれむ と

p4；市烏の声（テープ）
p 1 ( 民憲章）

Iしめくく り；感想を問う ；防物館
のPR

pl （ことば ・マンガ）

ウラン鉱床の紹介 ；地質との関連 Iウラン椋本 ；ミネラライト ；p l 
亜炭の説明 ；地質との関連 ；産菜 亜炭採本 ；p2 （説明 ・写真）
としての盛衰・・・・・・統計

生痕化石の説明 ；その窪義

古生態の復元

瀬戸内洵の変遷をたど り，現状を
兄る

生物の系統 ・進化

岐阜県の地質の説明

岐阜県の代表的化石の説明

研究方法の解説

研究方法の解説

凝灰岩四 ・軽石を中心に ；対比の
説明

時1周のギャップの説明

工ヒ ソ゚ードを中心に ；化石の研究
の話

貸正なもの；地元とのむすびつ
き．邸味のある棟本

穿孔貝の椋本 ；フナクイムシの研庖栖
本 ；視生椋本 ；p2

化石一現生の対応栢本 ；カキの付沿した
材化石 ；クジラ とサメの共存 ；P2

現生 • 第四紀の貝類栢本など ； p2

化石一現生対応棟本 ；進化 （ミクリガ
ィ・キサゴな ど） ；p2 

代表的な岩石（古生団・流紋岩など） ；P2 

揺地 ・赤坂 ・手取 ・郡上など； Pl

岩石苅片の製作過程 ；顕微鏡 ；p2

化石菊片 ・研麿標本 ；顕微鋭 ；pI 

岩石椋本 ；p2

生俵屈基底の栢本 ；p2

文献 ；p2

栖本 ；PI

以上から 8~10項を選ぷ ；当初は1~10を予定

D.野外股示 1.大島 1号占坑． 2.践察歩逍． 3.採集地

谷 ，標本，展示様式が具体的に示 され，イ メージがかなりはっきり して きた． 古兼観図を鈴木

繁男氏(-水会会員）に依穎する ことなどはその例である ．また，実際には消えていっ たが，

展示室に窓をこし らえ．市内を遠望して ，瑞浪の 自然，産業の展示とする アイデアもユニ ーク

なものであった． ＂案を検討した結果，教育，学習スペ ースをつ くり ，従展示の中で考えられ

ていた，岩石の しらべ方．化石のしらべ方をここに入れること ，古墳，観察歩道．採集地を含



瑞浪市化石博物誼の展示設計 67 
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第 1図展示計画眉案平面図 Fig.1. Plan figure of the third plan of the exhibition 

めて， 野外展示を考える ことが決定された．

建物設計完了の段階で出された1V案は， Ill案よりさらに具体的な内容をもっている． ここで

は，教育（学習）ひろばの新設，ジオラマの廃止などが，新しい点としてあげられる． 1¥「案は

検討，訂正の上， V案（館側最終案）となる．

これより先，建物設計者（野平氏）と展示設計者（里見）と準備室側の打合わせにおいて，

建物と展示の両者に関係のある事項が検討された．

a.天井，壁はダーク・グレー， 床はプJレーのカ ーペッ トにし，全体と して室内を暗くする

b.スボット用にライティ ング ・レーJレを設置する

C • 壁面に 2 列のナットを埋込み ， 展示棚取付用と する

などである．

v案は1V案を基本と して検討の上，できあがったもので第 2表，第2図に示されている．
この後具体的な展示標本の選定が行われ（展示物リスト ・標本ヵード作製），それぞれの担当

が決定された．

v案を基本として，丹青社において展示設計が行われ，丹青社案が提示された．最初の正規
の設計図である． これについて，準備室側で検討し， いくつかのコメン トが出された．例え

ば， 1)高さが大きすぎる， 2)展示が直立的で奥行がない， 3)動線がスム ーズすぎる，

4)教育ひろばを開放的に，などを始め，細部にまでわたったものである．同時に，担当にし

たがい，標本の準備，パネル用の説明，図， 表の作製が行われた．開館までのスケジュ ーJレ

（展示作業，資料作製，開館準備）がきまり，開館記念館報の原稿依頓がはじまった．展示の

具体的な作業の中で，多くの問題が出てきて，展示設計の変更，追加が行われた．たとえば，

50字板 (11ケ） ・年代表の追加，ウラン展示の変更などである．最終設計のための展示ランク

の決定も必要となった．

1973年11月，丹青社により展示実施設計固 ・展示計画が出された．その要点をあげれば次の

ようである．

a.展示室は約 336rtfの面槙，3200mmの天井高をもつ長方形．

b.床はプIレーのカ ーペットにより ，海を象徴する ．

C • 室内は全体的に暗くし (50 ;レックス以下） ， 展示 (300~500 ;レックス）に観客が集中でき

るような照明計画をたて，天井， 壁はク・ーク・グレ ーにすることにより照明効果をます・
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第 2表展示計画第V案 Table2. Fifth p'an of the exhibition p:パネル

主 題

はじめに

1. I (1)デスモスチ）レス
瑞
(2)デスモを含む地屈

I浪

I の

地I(3) 
そ (a) くじら

府 I
の洵魚

とI頃の貝 ・ウニ

の
生など

化 I 物微化石
生 (b) 

石 1物陸生
哺乳 類

の物植 物

〗；戸本可児一
2. I (1)(2l古環境と
嘉海 古地理

(3)古景観
頃と

6.瀕戸湖と古木曽/11

7. コハクと昆虫の世界

s. I (1) 人間の残したも
現

の（考古）

在 （2) 瑞浪の自然

ii (3) 人間の生活（産
業）

おわりに

従 1ウラン と亜炭

展

岐阜県の地質と化石

古生態

示 l瀬戸内海
教化石にさわって見よ
ぅ

育化石のしらべ方

ひ
岩石のしらぺ方

ろ

は・ 顕微鏡を使って見よ
ぅ

I 説明 1

瑞浪化博へようこそ ；化石と やき
もの

これはなんでしょう ；デスモの説
明（浜辺にすんだ，草食）

地倍の説明 ；地形との関係

他の生物はどんなものがいたか

くじらの説明；現生との比較

魚の説明 ；サメの説明 ；現生との
比較
貝 ・ウニ ・サンゴなどの説明 ；各
四ととに展示する

微化石（珪藻 ・有孔虫 ・花粉など）

哺乳類の説明

植物の説明

古環境の変造の説明 ；変遷のカー
プ（1) 古地理図(4)

古景観の復元

岩村の説明 ；可児の説明 ；瑞浪と
の閑連 ；古地理図

説明 ；分布図・古地理図・露頭写真

説明 ；古地理図とビカリア ・デス
モの分布

地質の説明 ；オオミッパマツの森
の古景践図 （鈴木氏）

昆虫入 りコハクの説明

全体の説明（用途別に考える）

説明 ；植物と動物（イラスト） ； 
烏の声

瑞浪の産業（陶器を中心に）の説
明

しめくくり ；市民憲章

ウランと亜炭の説明 ；ガイガー ・
ミネララ イトの展示

岐阜県地質図 (1/15万） ；説明と
化石産地図

古生態の説明

説明 ；3つの穎戸内海の比較

かんたんな説明

ココリスの屯顕写真 ；命名のしか
た

しらぺ方の説明 ；岩石薄片作製の
プロセス ；新しい分析機器の写真
と説lリj

筒単な説明 ；コハク ・有孔虫 ・岩
石薄片の顕徹鏡による展示

椋 本 ・展 示

PI（ことばとマンガ）

戸狩椋本 (Dの頭部） ；泉椋本 (P)， 気
屯椋本(D)の各コヒ°- ; p 1 

地質地形立体模型 ：1/1万の地形図を基
礎に；地形はリリーフ ，地質は彩色 ；IO
柚類30~50ボイント（化石産地 ・公共機
関など）を点滅ランプで示す；地質柱状
模型 ：実際の岩石を使って組立てる

p 1 

ヒゲク ジラ(2)；イルカ（1);アシカ； p3 

魚の頭骨 ；サメの歯；サメの頭骨 ；現生
サメの頭骨 ；p2（イラスト入り）
各団の貝類な どの標本 ・貝類化石の入っ
たプロックなど ；p1 

顕微鋭写真を使用 （モノク ロ）

デスモ頭骨コヒ ー゚； シカ ・サイなど； pl

柏物化石 ・珪化木 ；p1 

化石一現生対応梱本（キサゴ ・ハマグ
リ・マテガイなど） ；p 6 

鈴木繁男氏の油絵 (3つの湖，月吉の入
江，デスモスチルスの浜辺， 広がっ た
海） ；p 4 

岩村 g貝類） ，可児（植物）などの栢
本 ；フノロフオドン ・カニサイ； p4 

貝類標本 ・プロック標本 ；p3 

貝類プロック標本；外国標本 ；大谷石 ；
p 2 

オオミッパマツ標本 ；陶土 ・壺石 ・鬼板
探本； p2 

コハク栖本；岩石標本；外国栢本 ；カラ
ーコルト ン14; p 1 

考古遺物 ；古墳模型 ；p2 

エンド レス テープ ；p2 

ディナーセッ ト・ 壺（十郎作） ・耐火レ
ンガ； p1 

p 1 

ウラン鉱石 ・亜炭栖本 ；ミネララ イ ト；
ガイガー ・カウンタ ー ；p2 

岩石（花岡岩一流紋岩，古生 }@, 安 山
岩）；化石（福地，赤坂，手取） ；p 3 

フナクイムシ ；カキ ；生俵基底部の生
痕 ；サメ とくじら； p4 

現生および沖栢履の貝類標本； p1 

化石プロック ・ノジ ュール； p1 

貝類椋本とその記載論文 ；p4 

岩石疱片作製プロセスの標本； p4 

顕微鋲斑料 ；顕微鋭（双眼2.生物 I• 
岩石 I) ; p 5 
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第2図 展示計画V案平而図 Fig. 2. Plan figure of the fifth plan of the exhibition 

d.照明は天井埋込みのライ ティングレーJレからの照明と展示装置内蔵の照明を使い， 展示

物にそれぞれ， 蛍光灯 ・レフランプ ・ビームライ ト・ビンスボッ トライトを使いわける．

e.展示装置はユニット構成にし， 展示替えに対応できるよ うにする．

f.主展示 （テーマ8)，従展示 （テーマ4)からなる展示内容は，各テ ーマについてそれぞ

れ色わけ，またサプテーマは統一色 （パイオレット）にすることによ って明確にする．

g.展示物が化石で，堅くかわいたイメ ージがあ り，色も無彩色の白，グレー， ダーク・グ

レーが多いので， ソフ トな感じのするフエJレト・ベッチン ・カーペッ トなどをパック とする．

h.教育ひろばは，博物館を身近な，親める存在として感じとる場として重要であり，観客

に自ら展示に参加させるよう計画されている．また．パン フを収納したケースをとりつけ，広

報活動の場とする．

i.教育ひろばの部分に接した空間には， 一学級の生徒が入る程のスペースを 確保し，

板 ・年代表をそなえて解説 ・講話ができるようにする．

j.化石プロ ック を使ったポック スを配し，動線ごしらえのためのロー プ・オフの役目をさ

せる．

白

この展示計画はこまかく検討され， 決定案となった．同時に，設計に対応する標本 ・資料 ・

ラベルなどの準備もチェック された．その結果，展示設計は確定し，施工準備が進められるこ

とになる．

1974年 1月には建物が竣工し， 引渡しとなった．現場での打合わせ， 展示 （一枚一枚のラ ベ

Jレ， 写真，図，表，説明にいたるまで）の最終的検討が行われた．

1月に東京において始まった展示の作製作業は，その間，何回かの打合わせ，チェ ックをヘ

て完成し， 2月26日より博物館現場においてつくりつけ作業が行われた．3月7日には展示の

施工を完了し， 丹青社側より， 瑞浪市側へ引渡しとな った．

5.展示の具体例

1)デスモスチ／レス類

いまさらいうまでもなく， 瑞浪のみならず全日本を代表する化石である．特徴的な歯 ・胸
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第 3図展示平而図 （完成）

瑞浪の化石と地肘

⑧地質柱状模型
⑥デスモスチルス ・パレオバラドキシア

c地質と地形模型

⑥その頃の生物

R海の生物 ④陸の生物
その頃の洵と陸 （古森税 ・古以観・古地理）

まわりの様子（岩村と可児）

古顛戸内海
その頃の日本

瀬戸湖と古木曽川

コハク と毘虫の世界

Fig. 3. Plan figure of the exhibition (finished) 

⑥ 現在の瑞浪

＠人間の残したもの

④瑞浪の自然

④人間の生活

R 教育広場
サプ・テーマ

④古生態
＠ウランと亜炭

◎岐阜県の地質と化石

＠籾戸内洵

骨，がっちりした四肢は，化石生物のイ メージとびった りである．当然のこと として，瑞浪化

石博物館になくてはならないものであり， 展示の1つの中心である．3つの標本 （瑞浪市産デ

スモスチ／レス頭骨，土岐市産パレオパラ ドキジア全骨格，サハリン産デスモスチ／レス全骨格）

のコ ピーがそろい，それぞれ専門家により組立てられた． 最初は喪用の点で難問と思われたの

が，当事者の努力と関係された多くの方々の協力によって始めて可能になった．

展示は導入正面に位置し，波のイメ ージを持たせた曲線の展示台に 2頭が向いあい，中央に

頭骨を配した．展示台は毛足の長いライトプJレーのカ ーペッ トをしき，パック には海のカラ ー

写真をつけて．浅い海にすんだ動物である ことを象徴した．全体として動きのある感じの展示

となり ，目をひきやすい位四であることも働いて成功した展示である．

2)地質柱状模型と地質地形立体模型

この2つの模型は化石を含む地唐がどんな性質のものであり，どんな様子で分布しているか

を理解してもらうために考えられた．前者は，模型でつくる と厚みがな くなるため，実際の岩

石を使って作製するよ う計画された．かなりの困難 （材料がえにくいこと，加工がむつかしい

こと） があったが，克服されて実現した．説明はナ レージョンにより解説し， さらに，各恩こ・

とにナレージョンと同調した明示ランプをつけた．多少思いつき的であった計画がう まく実現

された．

地質地形模型はまず 1万分 1地形図を基図と して地質図が作られた．地質分布は，部分的に

精度がこ となり ，また，近接市町村の地形図の縮尺のちがいも あってかなり 時間のかかる作業

であった． 箱形でなく ，曲線的な半卵形にしたのは，貝のイメ ージをいだかせるように計画し

たものである．地質によ る色分けは，最初連絡の不備により 問題があったが，訂正された．押

ボクンによ って博物館 ・市役所 ・駅 ・化石産地 ・追跡 ・天然記念物 ・陶器産地 ・東海自然歩道

などが示されるようにな っている．
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説明はナレーションで行う

（文章を読ませるには上の方は高すぎる）

ナレーションの説明と同調し各層の表示のランプの点滅。

第 4図 地質住状模型 設計デッサン Fig. 4. Sketch of the plan of the geologic column 

3)貝類化石

材料としては一番豊富であり ，また良いものがあるパートである代表種を時代的に（下が

古く上が新しい）配列した．直線にひねりを加えたステ ップと し，色のグラ ーデージョン（深

さの変化を示す） と共に変化をもたせた．標本が少なかったり ， また不完全であったりする

部分（特定の層準一生俵層）では，石ffVプリカ ・イラストを使用したが，特に違和感はな

かった．

展示施工完成の段階で問題になったのは，スペースがせますぎる（標本数と展示スベースの

間の見込ちがい），展示ケース中に盲点が生じる（下位のステップ）などである．これらの点に

ついては，近い将来に展示の手直しを考えているが，全体として地味ではあるが内容のある展

示となったなお，貝類を含めて「海の生物」の展示はプIレーを基調と してまとめ，サメの歯

は朱色を背景として強調してある．

4)古景観図

ジオラマに代るものとして， 油絵による古景餓図を考えた．

のようなイメ ージで構想されたものである．

a. 3つの湖....春の静かな朝，明るくなりかけたlj:j,パードビュ ーによる空からの景観

b. 月吉の入江•…••海の方から見た河口の景色 ， マングロ ー プの生える ような暖かい気候の

入江の初夏の景観

C • デスモスチJレスの浜辺•• • • ••初秋の夕方 ， ねぐらに帰る デスモスチJレスの親子をえがく ．

浜辺で，中景，背景に植物のしげる丘と山

d. 広が っ た海 • …•はるかに半島の遠景をもった，広い，海の景観 ． 初冬であるが ， ひざし

は柔らかく ，暖いイ メージ

オオミッパマツの森•…• •オオミ ッパマツ ・ メクセコイアの繁る森林とそれをひたしつつ

5つのテーマは，それぞれ，次

e. 
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ある沼の景色．春で新芽が美しい

a-dは，古環境の移り変りを示したコ ーナーで，同時に古地理圏を展示して理解しやすいよ

うに展示した．

古最観図のための資料と して， i)古地理図，ii)植生の リスト ，iii)生態復元図（デスモ

スチルス）， iv)近似の風景の写真 ・図などを用意した．また作画者の鈴木繁男氏(-水会会

員，瑞浪市在住）のイメー ジをそこなわない程度の原図を用意した．これらの材料を鈴木氏に

提示し， 説明し， 検討を加えた．鈴木氏の製作中，何度か双方で談論をし，科学的であると同

時に芸術的であるよう ，両方の調整につとめた．その結果と して完成したこれらの図は十分に

満足がゆき，多くの人々をひきつける魅力的なものとなった．

将来，資料が増加すれば，当然のこと として，手なおしが必要であると思われ，鈴木氏にも

そのよう お願いしてある．

5)従展示（サプテ ーマ）

主題と して， 始めにあげられたものは15であったが，あるものは主展示や教育ひろばにくり

入れ，あるものは統合 ・整理して， 最終的に，古生態 ・ウランと亜炭 ・岐阜県の地質と化石 ・

瀬戸内海の 4つとなった．基本的には，主展示に脚連するもの，岐阜県に関するもの，資源に

関連するものとなった． 「しらべ方」は教育ひろばへくり入れられた．

従展示は，主展示の間に配置され，また，1つのコ ーナーも形成している． 統一色と してパ

イオレ ット を使ってある． 全体と して見た時，資料の不足のもの，展示標本が多すぎて見にく

いものなどある．従展示は，展示全体のイメ ージを時々かえるという観点から，展示がえの対

象と して好適であり ，いくつかの予備を用意しておく必要がある．現在の従展示についていえ

ば，標本の充実が望ま しく ，近い将来，手が加えられる予定である ．

6)教育（学習）ひろば

さわる（化石標本） ・使う（顕微鏡） ことができる場，すなわち，人と博物館とを結ぷ場の

一つである．全体と して プレーンな展示と し．明解で簡単な説明と した． 展示物はプロック標

本，岩石薄片作製過程，顕微鋭，写真パネルで，研究のしかた．資料のつ くり 方，研究の結果な

どが中心であり ，基礎的なことがら，現在の トップレベJレのことまで含めてある．ミニ・ガイド

（現在 no.25)をおき，解説 ・資料と して展示の補助としてある．また，ここではイスを配置

して， 座って メモがとれるように，場合によっては休けいするコ ーナーでもあるよ うにした．

教育ひろばの正面には白板と年代表をおき（従展示の裏側），1クラス程度の人数へ， 解説 ・

講話ができるよ うにした．

7)野外展示

最初の段階での 野外展示は，市内釜戸町大島の中央道敷地内にあって， 博物館の地内に移

転 ・復元された大島 1号古墳である．7世紀から 8世紀はじめ頃の横穴式円墳で，束浪地方の

代表的型式をそなえている．内部の様子が観察できる よう 復元してある．

その後，館入口への階段設置工事中に，洞くつが発見された．これは，第2次世界大戦の終

りの切 (1945)，工事途中であった地下工場の跡で，強制連行されて来た中国人の手によるもの

である．内部には戸狩屈が需出し， 多くの貝 ・植物化石が見られる．いろいろ検討の結果，暗

い思い出を転じて明るい出発とし，我々の心のモニュメントとするために，公開されることに

なった．通路のコ ンクリ ート張り ，照明設備，解説板を用意して， 1975年 1月にオープンされ
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た地恩の様子，化石の入り 方などを知る上に，最適の材料で，ここでも，実際に見てみると

いう ，博物館計画時の最初の理念が生かされる ことになった．

この他，博物館正面に見える丘の露出は，地附の様子の観察に好遮である し， 野外研修指定

地（市内松ケ瀬の土岐川岸），計画中の化石公園は，館内の展示に示される化石 ・地恩の切

situ （原位置）の広い意味での野外展示といえるだろう ．

6.あとがき

以上の展示設計のまとめは，不十分ではあるが， 瑞浪市化石博物館をつくるにあたり， 多分

野にわたる，多数の人々の協力によってなされた 1つの作業の記録である．展示は，基本とし

て， a)展示に使用できる標本が豊富にあったこと， b)瑞浪市側の担当者（事務 ・経理 ・実

施面），学芸担当者（展示の基本の提案 ・設計），展示デザイナー （丹青社側の展示設計実施者），

建物設計者 （野平設計事務所）の密接な協力体制がつくられ，それが，さらに多くの支持者を

えたこと， c)予算規模 ・展示面税の規模を考慮して， よく ばらず，焦点をしぽったこと，

d)素材としたものについて，研究がよくされていて， 高い Vベルの，多くのデークがあった

こと， などにより ，豊富な内容と高いレベルをもち， かつ，一般に理解されやすいものとな

り，作業もスム ーズに進行したと思われる．

ただ， 館側の担当者がいずれもはじめての経験であったこと ，学芸担当者の個人的な理由に

より作業を急いだことなどにより，い くつかの欠点があり ，反省と手直しの必要があげられて

いる．そのいくつかをあげると ，

a.スペースのアンパランスー過密（岐阜県の地質と化石），過疎 （古生態）の問題

b.標本の不足一古瀕戸内 ・日本の部分，岩村 ・可児の部分，植物の部分など

C. カバーの問題ー原則として， 1種 1点のものを除き，臨出 （オープン）展示と したが，

現実の問題として， 破損 ・欠損が生じた．すでに，いくつかの手直しを必要と したが，この原

則は守られるべきであり ，また，守りうるとの確信のもとに，再検討 ・修理な どの作業を行っ

ている

d.こまかいあやまりの訂正ーケヤ レス・ミスは，急いだ時に，特に生ずる．すでに訂正ず

みである．一方において，地質柱状模型のナ Vージョンのように， 5分20秒の長時間 （観究者

にとって）を要するような点，貝類化石のコーナーのように，絶対的スペースの不足（見込み

ちがい）など，基本的な問題もある

e.展示 Vベルの問題ー入館者の最少滞留時間は約7分である． 多くのグ／レープ入館者（具

体的には小 ・中学校の遠足，一般の観光客）にとって展示の解説vペルはこれでよかったか，

という問題

f.展示がえの問題ー以上のような問題提起の中で，こまかい展示がえはすでに進行してい

る．例えば，特別展「瑞浪化石のすべて」で試みられた， 「昆虫入りコハクを実際に顕微鏡で

見せる展示」は，教育ひろばの，顕微鏡のコ ーナーことり いれられたが，その他についても考

慮すべきいく つかの点がある

などである．
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Plate 13 

Fig. 1. 丹青社展示設計スケッチ

Fig. 2．展示室への入口

Fig. 3．展示室全景

Fig. 4．地質柱状模型

Explanation of Plate 

Fig. 5.デスモスチルスと パレオパラ ドキシア














